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特別養護老人ホーム桜井の里

生きがい広場地蔵堂

平成29年12月開所の小規模多機能ホーム桜井の里・あかつかの家

特別養護老人ホーム分水の里

地域生活支援施設つどい

高齢者総合生活支援施設はな広場
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ご利用者の写真等掲載する際には、本人・ご家族のご了解をいただいております。
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ホームページに加え、動画でも情報発信
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Ｈ２７．　３ 地域生活支援施設 つどい　開所
グループホーム　つどいの家・桜町（定員２ユニット18名）
小規模多機能ホーム　つどいの家（登録定員29名）
認知症カフェ（誰でもカフェ）

Ｈ２７．　４ 燕市分水地区在宅老人配食サービス事業開始
（※現在は分水の里と生きがい広場地蔵堂配食サービス事業）

Ｈ２８．　４ 分水健康福祉プラザ開所（旧燕市分水町健康福祉センターを燕市より譲渡、名称変更）

訪問看護ステーション・桜井　開所
弥彦村と燕市で介護予防支援事業と認知症総合支援事業、
弥彦村では、医療・介護連携推進事業を受託開始

Ｈ２9．　３ 小規模多機能ホームやひこの家　開所（登録定員29名）

デイサービスやひこ、生きがい広場地蔵堂で、通所介護に加え、第一号
通所事業開始

■ 法 人 の 沿 革

■福祉・医療分野の主だった資格取得、研修受講状況（単位＝人。1人で複数資格取得も有）■福祉系の学校出身の介護職員・生活相談員の割合
介護福祉士 保健師 看護師（准看護師含む） 理学療法士 作業療法士 言語聴覚士 管理栄養士 社会福祉士 精神保健福祉士

２１６ ２ ３９ １１ ５ １ １０ ４４ ４

はり・きゅう・マッサージ師 介護支援専門員 認知症介護指導者研修 認知症介護リーダー研修 小規模多機能居宅介護
計画作成担当者研修 認知症介護実践者研修 認知症介護管理者研修 喀痰吸引等指導者講習 喀痰吸引等研修

１ ７９
（うち、主任介護支援専門員 １１）

８ １６ １５ ７０ １２ １２ ４５

Ｈ6．　4 特別養護老人ホーム　桜井の里　開所
（利用定員　長期入所50名：短期入所20名） 
弥彦村デイサービスセンター   事業開始

（定員15名　現在はデイサービスセンター桜井の里30名）
弥彦村在宅介護支援センター　事業開始

Ｈ１０．１０ 弥彦村在宅老人配食サービス　事業開始（※現在は桜井の里配食サービス事業）
サテライトデイサービス　事業開始（※現在はデイサービスやひこへ移管）

Ｈ１１．１０ 特別養護老人ホーム　分水の里　開所
（利用定員　長期入所50名：短期入所20名：通所介護25名）
分水町在宅介護支援センター　事業開始

Ｈ１２．　４ デイサービスセンター分水の里　もみじ（定員20名）開所
分水町高齢者生きがい生活活動支援　事業開始

Ｈ１５．　４ 高齢者総合生活支援センター　開所
障害福祉サービス事業　事業開始（分水の里）

Ｈ１７．　２

６
８

デイサービスやひこ（定員25名）　開所
分水町生活支援ハウス　分水こでまり（業務委託：定員10名）開所
グループホーム　我が家（定員２ユニット18名）開所
グループホーム　こいて（定員１ユニット９名）運営委託開始

Ｈ１８．　４ グループホーム　こいて（定員１ユニット９名、通所介護：定員３名）事業開始
弥彦村在宅介護支援センター　事業廃止
弥彦村地域包括支援センター、燕市分水地区地域包括支援センター　事業開始

Ｈ１８．１０ 生きがい広場 地蔵堂　開所
（通所介護、介護予防通所介護、生きがい活動支援通所事業、
　高齢者・障がい者用の複合住宅各事業、燕市通所型介護予防事業・
　機能訓練事業受託）

Ｈ２０．　４

６

グループホーム 縁（定員２ユニット18名）事業開始
弥彦村通所型介護予防事業・機能訓練事業　受託開始
グループホーム　我が家　通所介護（定員３名）事業開始

Ｈ２２．　３ 特別養護老人ホーム桜井の里　全個室ユニット型２０名分増床

Ｈ２３．　４
燕市在宅介護支援センター事業廃止
グループホーム縁　通所介護（定員3名）事業開始

Ｈ２３．　９ 高齢者総合生活支援施設 はな広場　開所
地域密着ユニット型介護福祉施設　はな広場・しまかみ（定員29名）
小規模多機能ホーム　はな広場・よこたの家（登録定員26名）

Ｈ２５．　４ 生きがい広場地蔵堂・シニアハウス（住宅型有料老人ホーム）
事業開始（複合住宅を事業廃止し設置）

Ｈ２６．　４ 燕市認知症施策総合推進事業　受託開始（※翌年より名称変更）

福祉系の
学校出身
５５．１％

それ以外
４４．９％

《ご利用・施設見学・OB訪問・ボランティア・インターンシップ・職員採用等に関するお問い合わせ》
〒959－0318　新潟県西蒲原郡弥彦村大字麓3036番地
TEL．0256（94）3939　FAX．0256（94）2552

■ 私たちの取組み

ご利用者等の写真の掲載につきましては、承諾を得ています。

〈平成29年度版〉

■ 法人の事業概要・組織図

■男女比

■平均年齢

■働いている職員の職種等

職員DATAあらかると

職員数４１４名

（平成29年5月末時点の在籍ベース）

地域密着ユニット型介護福祉施設　はな広場・しまかみ　……　（２９名）
小規模多機能ホーム　はな広場・よこたの家　……　（２９名）

高齢者総合生活支援施設　はな広場 利用定員

※登録定員

グループホーム　我が家　…　入所定員（１８名）／デイ（６名）
グループホーム　縁　………　入所定員（１８名）／デイ（６名）

認知症グループホーム 利用定員

グループホーム　つどいの家・桜町　…　入所定員（１８名）／デイ（６名）
小規模多機能ホーム　つどいの家　…………………　（２９名）
さくらまちカフェ（常設型認知症カフェ）

地域生活支援施設　つどい 利用定員

※登録定員

県央地区
弥彦村・燕市内にて

４つの拠点
43事業

を展開

平均年齢４１．１歳 ５６．５％が介護職員（234名）

男性
２８．７％

（119名）

女性
７１．３％

（295名）

保健師、看護職員、理学療法士、
作業療法士、言語聴覚士、はり・
きゅう・マッサージ師等の機能
訓練指導員、管理栄養士、調理
員、生活相談員、介護支援専門
員、計画作成担当者、施設管理
職員、生活支援員、運転員、介
助員、事務員等

特別養護老人ホーム桜井の里 特別養護老人ホーム分水の里 生きがい広場地蔵堂高齢者総合生活支援施設はな広場 地域生活支援施設つどい

www.sakurai-fukushi.or.jp http://www.sakurai-fukushi.or.jp/　  sakurai-honbu@sakurai-fukushi.or.jp　

研修体制の充実化 働きやすい職場づくり

連携・協力法人とのつながり 地域活動・地域とのつながり

◇新規採用職員だけなく中途職員でも、仕事を順序良く理解
し、次のステップへ進めるよう採用時研修、３ケ月、６ケ
月後の振り返りやフォローアップ研修を実施

◇指導担当職員が新人職員をサポートする「エルダー制度」
◇経験年数や職種ごとの研修や、「認知症ケア」、「防災教育」、
「身体拘束排除」、「権利擁護」など、専門的な研修も充実

◇職員自らが講師（内部研修、外部研修）を務めたり、大会
で発表することで、日々の実践や課題を整理でき「自己研
鑽、成長する機会」も豊富

◇「認知症介護実践者等研修事業」の実施・運営を新潟市か
ら受託

◇福祉業界は人材難であり、その確保・定着は国としても課
題で、法人も独自で職場環境や待遇の改善の取組みを実施

◇「ワーク・ライフ・バランス」＝仕事と家庭の両立に取組み、
女性や若手に働きやすい職場をめざし、定期的に業務改善、
見直しを実施

◇「職場風土向上委員会」が中心となり、ムダな業務の見直
しで残業を減らし、休みを取りやすくすることで、退職を
抑止し、モチベーションを継続し長く働けるよう配慮

◇職員互助会を設け、暑気払い、忘年会、職員旅行、慶弔金
支給等を実施、野球やバドミントンなどスポーツの交流も
定期的に実施

◇当法人、つばめ福祉会、吉田福祉会の３法人は日常的な連
携や協力体制があり、職員の交換研修や合同研修、災害や
緊急時の相互支援でも協定を締結

◇法人内で「ＤＣＡＴ」（＝災害派遣福祉チーム）を編成し、
非常時、緊急時に物的、人的支援を実施
○東日本大震災後、岩手県大船渡市、陸前高田の施設へは

過去1年をかけ、常時２名を派遣
○茨城県常総市のデイサービスセンター、福島県いわき市

の特別養護老人ホームへは関係団体からの要請を受けて
派遣

○H28年度は熊本地震発生の際に益城郡甲佐町のグループ
ホームへ派遣

◇「施設は地域の共有の財産」であり、地域・近所の方々と
の日頃からの付き合いを重視

◇地域の保育園、小学校、中学校等との交流を通し、ふれ合
いを楽しむだけでなく、職場体験や相互の学びの場となる
よう配慮

◇施設で企画する納涼祭やお祭り、忘年会の行事にお越しい
ただくと同時に、ご利用者・職員らが地域のお祭りや行事
に積極的に参加

◇緊急時や災害時において、各々の施設が地域の福祉避難所
として機能するとともに、地域の方と合同の防災訓練を実
施
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弁護士、税理士、社会保険労務士との顧問契約
当法人では、正しい会計処理や資産管理のための外部の監査法人との顧問契約に加え、ご利用者の権利擁護や、
職員の労務相談、万一の時のための相談のため、弁護士、社会保険労務士との顧問契約を結んでおります。

顧問弁護士／延命法律事務所　弁護士　延 命 政 之
•神奈川県弁護士会会長　•日本弁護士連合会「高齢者・障害者の権利に関する委員会」副委員長
•「高齢社会対策本部」事務局長（現在に至る）等を歴任

　　　　　　　／さくらマネジメントグループ　税理士法人　さくら総合会計
グ ル ー プ 代 表　代表社員　庵 原 宏 章　新潟事務所所長　代表社員　相 馬 正 人

顧 問 税 理 士
顧問社会保険労務士
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県下No.1 の初詣参拝客数を誇る、
越後一の宮、弥彦神社

日本桜の名所 100選の地、大河津分
水で行われる「おいらん道中」

大河津分水界隈を華やかに彩る桜並木

紅葉の名所弥彦もみじ谷公園

高さ 30m、弥彦のシンボル大鳥居

職人の街燕、洋食器・金属製品の生産は
世界的なシェア

弥
彦
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夢とプライドを持ち、自身の成長とやりがいを感じる職場づくり

特別養護老人ホーム　桜井の里・絆（全個室ユニット型２０名）
短期入所生活介護事業　桜井の里　…………………　（２０名）
デイサービスセンター　桜井の里　…………………　（３０名）
デイサービス　やひこ　………………………………　（１８名）

（通所介護、第一号通所事業）
小規模多機能ホーム　やひこの家　…………………　（２９名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※登録定員
グループホーム　こいて　……　入所定員（９名）／デイ（３名）
ケアプランセンター　桜井の里
弥彦村地域包括支援センター
弥彦村介護予防支援事業　／　弥彦村認知症総合支援事業
弥彦村医療・介護連携推進事業　／　外出支援サービス事業
桜井の里配食サービス事業　／　通所型介護予防事業・機能訓練事業

特別養護老人ホーム　桜井の里
（従来型５０名）

利用定員

短期入所生活介護事業　分水の里　…………………　（２０名）
デイサービスセンター分水の里　さくら　…………　（３０名）
障害福祉サービス事業　分水の里
分水の里配食サービス事業
通所型介護予防事業・機能訓練事業

分水健康福祉プラザ
デイサービスセンター分水の里　もみじ　………　（２５名）
訪問看護ステーション・桜井
ケアプランセンター　分水の里
燕市分水地区地域包括支援センター
燕市介護予防支援事業　／　燕市認知症総合支援事業
生活支援ハウス　分水こでまり　…………………　（１０名）

特別養護老人ホーム　分水の里
（５０名）

生きがい広場地蔵堂・デイサービス　………………
（通所介護、第一号通所事業）
生きがい広場地蔵堂・地域の茶の間
生きがい広場地蔵堂・シニアハウス　………………　（１４名）

（住宅型有料老人ホーム）
生きがい広場地蔵堂・配食サービス事業

生きがい広場　地蔵堂 利用定員

（３５名）

利用定員

顧 問 弁 護 士
顧 問 税 理 士
顧問社会保険労務士

総 務 課

経 理 課

新規採用職員研修は5日間で介護の基礎を

熊本地震発生直後の益城郡甲佐町のグループホーム

若手や女性が働きやすい職場を

園児との交流は至福のひととき

各施設でも平均月1回の専門研修を

被災地のグループホームでの食事提供

最も熱いサイクリングチーム（２０１６新潟ヒルクライム参戦時弥彦山山頂へ）

地域の行事へ積極的に参加

法人
各種事業
サービス

ご利用案内

YouＴubeで
動画もチェック

人
の
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活
を
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ホームページに加え、動画でも情報発信
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Ｈ２７．　３ 地域生活支援施設 つどい　開所
グループホーム　つどいの家・桜町（定員２ユニット18名）
小規模多機能ホーム　つどいの家（登録定員29名）
認知症カフェ（誰でもカフェ）

Ｈ２７．　４ 燕市分水地区在宅老人配食サービス事業開始
（※現在は分水の里と生きがい広場地蔵堂配食サービス事業）

Ｈ２８．　４ 分水健康福祉プラザ開所（旧燕市分水町健康福祉センターを燕市より譲渡、名称変更）

訪問看護ステーション・桜井　開所
弥彦村と燕市で介護予防支援事業と認知症総合支援事業、
弥彦村では、医療・介護連携推進事業を受託開始

Ｈ２9．　３ 小規模多機能ホームやひこの家　開所（登録定員29名）

デイサービスやひこ、生きがい広場地蔵堂で、通所介護に加え、第一号
通所事業開始

■ 法 人 の 沿 革

■福祉・医療分野の主だった資格取得、研修受講状況（単位＝人。1人で複数資格取得も有）■福祉系の学校出身の介護職員・生活相談員の割合
介護福祉士 保健師 看護師（准看護師含む） 理学療法士 作業療法士 言語聴覚士 管理栄養士 社会福祉士 精神保健福祉士

２１６ ２ ３９ １１ ５ １ １０ ４４ ４

はり・きゅう・マッサージ師 介護支援専門員 認知症介護指導者研修 認知症介護リーダー研修 小規模多機能居宅介護
計画作成担当者研修 認知症介護実践者研修 認知症介護管理者研修 喀痰吸引等指導者講習 喀痰吸引等研修

１ ７９
（うち、主任介護支援専門員 １１）

８ １６ １５ ７０ １２ １２ ４５

Ｈ6．　4 特別養護老人ホーム　桜井の里　開所
（利用定員　長期入所50名：短期入所20名） 
弥彦村デイサービスセンター   事業開始

（定員15名　現在はデイサービスセンター桜井の里30名）
弥彦村在宅介護支援センター　事業開始

Ｈ１０．１０ 弥彦村在宅老人配食サービス　事業開始（※現在は桜井の里配食サービス事業）
サテライトデイサービス　事業開始（※現在はデイサービスやひこへ移管）

Ｈ１１．１０ 特別養護老人ホーム　分水の里　開所
（利用定員　長期入所50名：短期入所20名：通所介護25名）
分水町在宅介護支援センター　事業開始

Ｈ１２．　４ デイサービスセンター分水の里　もみじ（定員20名）開所
分水町高齢者生きがい生活活動支援　事業開始

Ｈ１５．　４ 高齢者総合生活支援センター　開所
障害福祉サービス事業　事業開始（分水の里）

Ｈ１７．　２

６
８

デイサービスやひこ（定員25名）　開所
分水町生活支援ハウス　分水こでまり（業務委託：定員10名）開所
グループホーム　我が家（定員２ユニット18名）開所
グループホーム　こいて（定員１ユニット９名）運営委託開始

Ｈ１８．　４ グループホーム　こいて（定員１ユニット９名、通所介護：定員３名）事業開始
弥彦村在宅介護支援センター　事業廃止
弥彦村地域包括支援センター、燕市分水地区地域包括支援センター　事業開始

Ｈ１８．１０ 生きがい広場 地蔵堂　開所
（通所介護、介護予防通所介護、生きがい活動支援通所事業、
　高齢者・障がい者用の複合住宅各事業、燕市通所型介護予防事業・
　機能訓練事業受託）

Ｈ２０．　４

６

グループホーム 縁（定員２ユニット18名）事業開始
弥彦村通所型介護予防事業・機能訓練事業　受託開始
グループホーム　我が家　通所介護（定員３名）事業開始

Ｈ２２．　３ 特別養護老人ホーム桜井の里　全個室ユニット型２０名分増床

Ｈ２３．　４
燕市在宅介護支援センター事業廃止
グループホーム縁　通所介護（定員3名）事業開始

Ｈ２３．　９ 高齢者総合生活支援施設 はな広場　開所
地域密着ユニット型介護福祉施設　はな広場・しまかみ（定員29名）
小規模多機能ホーム　はな広場・よこたの家（登録定員26名）

Ｈ２５．　４ 生きがい広場地蔵堂・シニアハウス（住宅型有料老人ホーム）
事業開始（複合住宅を事業廃止し設置）

Ｈ２６．　４ 燕市認知症施策総合推進事業　受託開始（※翌年より名称変更）

福祉系の
学校出身
５５．１％

それ以外
４４．９％

《ご利用・施設見学・OB訪問・ボランティア・インターンシップ・職員採用等に関するお問い合わせ》
〒959－0318　新潟県西蒲原郡弥彦村大字麓3036番地
TEL．0256（94）3939　FAX．0256（94）2552

■ 私たちの取組み

ご利用者等の写真の掲載につきましては、承諾を得ています。

〈平成29年度版〉

■ 法人の事業概要・組織図

■男女比

■平均年齢

■働いている職員の職種等

職員DATAあらかると

職員数４１４名

（平成29年5月末時点の在籍ベース）

地域密着ユニット型介護福祉施設　はな広場・しまかみ　……　（２９名）
小規模多機能ホーム　はな広場・よこたの家　……　（２９名）

高齢者総合生活支援施設　はな広場 利用定員

※登録定員

グループホーム　我が家　…　入所定員（１８名）／デイ（６名）
グループホーム　縁　………　入所定員（１８名）／デイ（６名）

認知症グループホーム 利用定員

グループホーム　つどいの家・桜町　…　入所定員（１８名）／デイ（６名）
小規模多機能ホーム　つどいの家　…………………　（２９名）
さくらまちカフェ（常設型認知症カフェ）

地域生活支援施設　つどい 利用定員

※登録定員

県央地区
弥彦村・燕市内にて

４つの拠点
43事業

を展開

平均年齢４１．１歳 ５６．５％が介護職員（234名）

男性
２８．７％

（119名）

女性
７１．３％

（295名）

保健師、看護職員、理学療法士、
作業療法士、言語聴覚士、はり・
きゅう・マッサージ師等の機能
訓練指導員、管理栄養士、調理
員、生活相談員、介護支援専門
員、計画作成担当者、施設管理
職員、生活支援員、運転員、介
助員、事務員等

特別養護老人ホーム桜井の里 特別養護老人ホーム分水の里 生きがい広場地蔵堂高齢者総合生活支援施設はな広場 地域生活支援施設つどい

www.sakurai-fukushi.or.jp http://www.sakurai-fukushi.or.jp/　  sakurai-honbu@sakurai-fukushi.or.jp　

研修体制の充実化 働きやすい職場づくり

連携・協力法人とのつながり 地域活動・地域とのつながり

◇新規採用職員だけなく中途職員でも、仕事を順序良く理解
し、次のステップへ進めるよう採用時研修、３ケ月、６ケ
月後の振り返りやフォローアップ研修を実施

◇指導担当職員が新人職員をサポートする「エルダー制度」
◇経験年数や職種ごとの研修や、「認知症ケア」、「防災教育」、
「身体拘束排除」、「権利擁護」など、専門的な研修も充実

◇職員自らが講師（内部研修、外部研修）を務めたり、大会
で発表することで、日々の実践や課題を整理でき「自己研
鑽、成長する機会」も豊富

◇「認知症介護実践者等研修事業」の実施・運営を新潟市か
ら受託

◇福祉業界は人材難であり、その確保・定着は国としても課
題で、法人も独自で職場環境や待遇の改善の取組みを実施

◇「ワーク・ライフ・バランス」＝仕事と家庭の両立に取組み、
女性や若手に働きやすい職場をめざし、定期的に業務改善、
見直しを実施

◇「職場風土向上委員会」が中心となり、ムダな業務の見直
しで残業を減らし、休みを取りやすくすることで、退職を
抑止し、モチベーションを継続し長く働けるよう配慮

◇職員互助会を設け、暑気払い、忘年会、職員旅行、慶弔金
支給等を実施、野球やバドミントンなどスポーツの交流も
定期的に実施

◇当法人、つばめ福祉会、吉田福祉会の３法人は日常的な連
携や協力体制があり、職員の交換研修や合同研修、災害や
緊急時の相互支援でも協定を締結

◇法人内で「ＤＣＡＴ」（＝災害派遣福祉チーム）を編成し、
非常時、緊急時に物的、人的支援を実施
○東日本大震災後、岩手県大船渡市、陸前高田の施設へは

過去1年をかけ、常時２名を派遣
○茨城県常総市のデイサービスセンター、福島県いわき市

の特別養護老人ホームへは関係団体からの要請を受けて
派遣

○H28年度は熊本地震発生の際に益城郡甲佐町のグループ
ホームへ派遣

◇「施設は地域の共有の財産」であり、地域・近所の方々と
の日頃からの付き合いを重視

◇地域の保育園、小学校、中学校等との交流を通し、ふれ合
いを楽しむだけでなく、職場体験や相互の学びの場となる
よう配慮

◇施設で企画する納涼祭やお祭り、忘年会の行事にお越しい
ただくと同時に、ご利用者・職員らが地域のお祭りや行事
に積極的に参加

◇緊急時や災害時において、各々の施設が地域の福祉避難所
として機能するとともに、地域の方と合同の防災訓練を実
施
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評 議 員
選任・解任
委 員 会

弁護士、税理士、社会保険労務士との顧問契約
当法人では、正しい会計処理や資産管理のための外部の監査法人との顧問契約に加え、ご利用者の権利擁護や、
職員の労務相談、万一の時のための相談のため、弁護士、社会保険労務士との顧問契約を結んでおります。

顧問弁護士／延命法律事務所　弁護士　延 命 政 之
•神奈川県弁護士会会長　•日本弁護士連合会「高齢者・障害者の権利に関する委員会」副委員長
•「高齢社会対策本部」事務局長（現在に至る）等を歴任

　　　　　　　／さくらマネジメントグループ　税理士法人　さくら総合会計
グ ル ー プ 代 表　代表社員　庵 原 宏 章　新潟事務所所長　代表社員　相 馬 正 人

顧 問 税 理 士
顧問社会保険労務士

法

人

本

部

分
水
の
里
拠
点

桜
井
の
里
拠
点

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
拠
点

県下No.1 の初詣参拝客数を誇る、
越後一の宮、弥彦神社

日本桜の名所 100選の地、大河津分
水で行われる「おいらん道中」

大河津分水界隈を華やかに彩る桜並木

紅葉の名所弥彦もみじ谷公園

高さ 30m、弥彦のシンボル大鳥居

職人の街燕、洋食器・金属製品の生産は
世界的なシェア

弥
彦
村・燕
市
は
県
内
屈
指
の
観
光
地
と
し
て
知
ら
れ
、自
然
と
歴
史
情
緒
に
溢
れ
る
癒
し
の
環
境
が
広
が
り
ま
す
。

夢とプライドを持ち、自身の成長とやりがいを感じる職場づくり

特別養護老人ホーム　桜井の里・絆（全個室ユニット型２０名）
短期入所生活介護事業　桜井の里　…………………　（２０名）
デイサービスセンター　桜井の里　…………………　（３０名）
デイサービス　やひこ　………………………………　（１８名）

（通所介護、第一号通所事業）
小規模多機能ホーム　やひこの家　…………………　（２９名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※登録定員
グループホーム　こいて　……　入所定員（９名）／デイ（３名）
ケアプランセンター　桜井の里
弥彦村地域包括支援センター
弥彦村介護予防支援事業　／　弥彦村認知症総合支援事業
弥彦村医療・介護連携推進事業　／　外出支援サービス事業
桜井の里配食サービス事業　／　通所型介護予防事業・機能訓練事業

特別養護老人ホーム　桜井の里
（従来型５０名）

利用定員

短期入所生活介護事業　分水の里　…………………　（２０名）
デイサービスセンター分水の里　さくら　…………　（３０名）
障害福祉サービス事業　分水の里
分水の里配食サービス事業
通所型介護予防事業・機能訓練事業

分水健康福祉プラザ
デイサービスセンター分水の里　もみじ　………　（２５名）
訪問看護ステーション・桜井
ケアプランセンター　分水の里
燕市分水地区地域包括支援センター
燕市介護予防支援事業　／　燕市認知症総合支援事業
生活支援ハウス　分水こでまり　…………………　（１０名）

特別養護老人ホーム　分水の里
（５０名）

生きがい広場地蔵堂・デイサービス　………………
（通所介護、第一号通所事業）
生きがい広場地蔵堂・地域の茶の間
生きがい広場地蔵堂・シニアハウス　………………　（１４名）

（住宅型有料老人ホーム）
生きがい広場地蔵堂・配食サービス事業

生きがい広場　地蔵堂 利用定員

（３５名）

利用定員

顧 問 弁 護 士
顧 問 税 理 士
顧問社会保険労務士

総 務 課

経 理 課

新規採用職員研修は5日間で介護の基礎を

熊本地震発生直後の益城郡甲佐町のグループホーム

若手や女性が働きやすい職場を

園児との交流は至福のひととき

各施設でも平均月1回の専門研修を

被災地のグループホームでの食事提供

最も熱いサイクリングチーム（２０１６新潟ヒルクライム参戦時弥彦山山頂へ）

地域の行事へ積極的に参加

法人
各種事業
サービス

ご利用案内

YouＴubeで
動画もチェック

人
の
生
活
を
支
援
す
る
仕
事

　
「
あ
り
が
と
う
」
が
あ
ふ
れ
る
仕
事
―
。
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あ
か

つ
か

の
予

算
に

つ
い

て

小
規

模
多

機
能

ホ
ー

ム
桜

井
の

里
・

あ
か

つ
か

の
家

　
利

用
者

送
迎

車
輌

の
入

札
に

つ
い

て

小
規

模
多

機
能

ホ
ー

ム
桜

井
の

里
・

あ
か

つ
か

の
家

　
利

用
者

送
迎

車
輌

の
入

札
参

加
業

者
の

決
定

に
つ

い
て

第
2
次

補
正

予
算

に
つ

い
て

平
成

2
9
年

度
　

第
2
回

評
議

員
会

の
開

催
に

つ
い

て

不
動

産
の

取
得

に
つ

い
て

定
款

の
変

更
に

つ
い

て

就
業

規
則

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

パ
ー

ト
タ

イ
ム

職
員

就
業

規
則

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

給
与

規
則

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

育
児

休
業

、
育

児
の

た
め

の
深

夜
業

の
制

限
及

び
育

児
短

時
間

勤
務

等
に

関
す

る
規

程
の

一
部

改
正

に
つ

い
て

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

分
水

の
里

も
み

じ
の

営
業

日
の

変
更

に
つ

い
て

各
拠

点
の

運
営

状
況

、
実

績
報

告
に

つ
い

て

小
規

模
多

機
能

ホ
ー

ム
桜

井
の

里
・

あ
か

つ
か

の
家

　
運

営
ケ

ア
計

画
に

つ
い

て

小
規

模
多

機
能

ホ
ー

ム
桜

井
の

里
・

あ
か

つ
か

の
家

　
予

算
に

つ
い

て

第
3
次

補
正

予
算

に
つ

い
て

外
国

人
介

護
福

祉
士

及
び

外
国

人
技

能
実

習
生

の
採

用
に

つ
い

て

各
拠

点
の

運
営

状
況

、
実

績
報

告
に

つ
い

て

新
規

事
業

の
経

過
及

び
今

後
に

つ
い

て

第
4
次

補
正

予
算

に
つ

い
て

第
六

回

Ｈ
2
9
.1

2
.8

7
人

な
し

2
人

桜
井

の
里

2
人

な
し

桜
井

の
里

第
二

回

Ｈ
2
9
.6

.9
7
人

第
一

回
Ｈ

2
9
.4

.1
７

人
な

し
2
人

桜
井

の
里

第
三

回

Ｈ
2
9
.6

.2
7

7
人

な
し

１
人

桜
井

の
里

第
四

回

Ｈ
2
9
.8

.4
7
人

な
し

2
人

桜
井

の
里

第
五

回

Ｈ
2
9
.1

0
.1

3
7
人

な
し

2
人

桜
井

の
里

開
催

年
月

日
出

席
理

事
数

欠
席

理
事

数
出

席
監

事
数

議
　

　
　

題
（

報
　

　
　

告
）

会
場

経
理

規
程

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

就
業

規
則

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

パ
ー

ト
タ

イ
ム

職
員

就
業

規
則

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

各
拠

点
の

運
営

状
況

、
実

績
報

告
に

つ
い

て

第
5
次

補
正

予
算

に
つ

い
て

組
織

図
・

法
人

本
部

体
制

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

各
拠

点
の

運
営

状
況

、
実

績
報

告
に

つ
い

て

第
6
次

補
正

予
算

に
つ

い
て

平
成

3
0
年

度
　

運
営

ケ
ア

計
画

に
つ

い
て

　
～

　
各

拠
点

に
つ

い
て

　
～

平
成

3
0
年

度
　

予
算

に
つ

い
て

　
～

　
各

拠
点

に
つ

い
て

　
～

給
与

規
程

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

３
．

評
議

員
会

の
開

催
状

況

開
催

年
月

日
出

席
評

議
員

数
欠

席
評

議
員

数
出

席
監

事
数

議
　

　
　

題
（

報
　

　
　

告
）

　
会

場

理
事

、
監

事
の

選
任

に
つ

い
て

定
款

の
変

更
に

つ
い

て

役
員

及
び

評
議

員
の

報
酬

並
び

に
費

用
に

関
す

る
規

程
の

制
定

に
つ

い
て

平
成

2
8
年

度
　

社
会

福
祉

法
人

桜
井

の
里

福
祉

会
　

事
業

報
告

に
つ

い
て

平
成

2
8
年

度
　

社
会

福
祉

法
人

桜
井

の
里

福
祉

会
　

決
算

に
つ

い
て

　
～

　
決

算
報

告
書

及
び

監
査

結
果

報
告

書
　

～

９
人

桜
井

の
里

第
八

回

Ｈ
3
0
.3

.2
6

7
人

な
し

2
人

桜
井

の
里

第
七

回

Ｈ
3
0
.2

.9
7
人

な
し

2
人

な
し

1
人

桜
井

の
里

第
二

回
Ｈ

2
9
.1

1
.1

8
人

1
人

2
人

桜
井

の
里

定
款

の
変

更
に

つ
い

て

第
一

回
Ｈ

2
9
.6

.2
7
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4. 監事監査と監査法人による巡回監査について

（1）監事による監査

回数 実施年月日 監　査　対　象 備　考

1回 平成29年5月24日 平成２９年３月分及び平成２８年度決算 監事  ２名

法人会計監査 理事長

2回 平成29年11月28日 平成２９年４月～１０月分 監事  ２名

法人会計監査 理事長

3回 平成30年5月22日 平成２９年11月～平成３０年３月分 監事  2名

及び平成２９年度決算 理事長

法人会計監査

（2）監査法人（税理士法人さくら総合会計）による巡回監査

回数 実施年月日

1回 平成29年3月28・31日 平成２９年１月、２月分本部会計並びに各事業会計

2回 平成29年5月19・22日

並びに平成２８年度決算

3回 平成29年7月21・25日 平成２９年４月、５月、６月分法人会計監査

4回 平成28年9月21・26日 平成２９年７月、８月分法人会計監査

5回 平成29年11月16・17日 平成２９年９月、１０月分法人会計監査

6回 平成30年1月19・25日 平成２９年１１月、１２月分法人会計監査

7回 平成30年3月28・29日 平成３０年１月、２月分法人会計監査

8回 平成30年5月14・15日

並びに平成２９年度決算

平成２９年３月分本部会計並びに各事業会計

平成３０年３月分法人会計監査

監　査　対　象

1
.特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

監
査

時
の

書
類

は
「

介
護

保
険

法
」

と
す

る

対
象

拠
点

月
　

日

時
　

間
部

署
名

監
査

実
施

担
当

部
署

名
監

査
実

施
担

当
部

署
名

監
査

実
施

担
当

部
署

名
監

査
実

施
担

当
 

ｹ
ｱ
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
桜

井
の

里
 

ｹ
ｱ
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
分

水
の

里
 

ｹ
ｱ
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
分

水
の

里
 

ｹ
ｱ
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
桜

井
の

里

介
護

支
援

専
門

員
　

2
名

介
護

支
援

専
門

員
　

2
名

介
護

支
援

専
門

員
　

2
名

介
護

支
援

専
門

員
　

2
名

G
H
縁

こ
い

て
つ

ど
い

の
家

・
桜

町
我

が
家

経
理

・
事

務
経

理
・

事
務

計
画

作
成

担
当

者
　

2
名

管
理

者
課

　
長

課
長

介
護

職
員

計
画

作
成

担
当

者
　

3
名

事
務

員
　

5
名

事
務

員
　

5
名

つ
ど

い
の

家
や

ひ
こ

の
家

よ
こ

た
の

家
弥

彦
村

地
域

包
括

支
援

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

燕
市

分
水

地
域

包
括

支
援

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

本
部

総
務

燕
市

分
水

地
域

包
括

支
援

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

弥
彦

村
地

域
包

括
支

援
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

計
画

作
成

担
当

者
管

理
者

社
会

福
祉

士
　

2
名

社
会

福
祉

士
　

2
名

セ
ン

タ
ー

長
社

会
福

祉
士

　
2
名

社
会

福
祉

士
　

2
名

生
活

相
談

員
計

画
作

成
担

当
者

総
　

括

は
な

広
場

・
し

ま
か

み
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

桜
井

の
里

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
分

水
の

里

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
桜

井
の

里
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

分
水

の
里

は
な

広
場

・
し

ま
か

み
我

が
家

つ
ど

い
の

家
・

桜
町

縁 こ
い

て

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
分

水
の

里
は

な
広

場
・

し
ま

か
み

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
桜

井
の

里

看
護

師
総

　
括

生
活

相
談

員
　

2
名

生
活

相
談

員
管

理
者

主
　

任
主

　
任

介
護

支
援

専
門

員
生

活
相

談
員

室
　

長
主

　
任

介
護

支
援

専
門

員
　

2
名

計
画

作
成

担
当

者
　

2
名

管
理

者
介

護
支

援
専

門
員

生
活

相
談

員
　

2
名

介
護

支
援

専
門

員
生

活
相

談
員

・
介

護
職

員
総

　
括

看
護

師
計

画
作

成
担

当
者

　
2
名

生
活

相
談

員
介

護
職

員

1
2
：

3
0
～

生
き

が
い

広
場

D
S

D
S
や

ひ
こ

D
S
桜

井
の

里
D
S
や

ひ
こ

D
S
さ

く
ら

D
S
も

み
じ

G
H
つ

ど
い

の
家

・
桜

町
縁 我

が
家

こ
い

て
D
S
さ

く
ら

生
き

が
い

広
場

D
S

D
S
桜

井
の

里

主
　

任
生

活
相

談
員

　
2
名

生
活

相
談

員
生

活
相

談
員

　
2
名

計
画

作
成

担
当

者
　

2
名

管
理

者
　

2
名

神
　

保
生

活
相

談
員

生
活

相
談

員
理

学
療

法
士

介
護

職
員

計
画

作
成

担
当

者
　

2
名

佐
　

藤
言

語
聴

覚
士

生
活

相
談

員

よ
こ

た
の

家
つ

ど
い

の
家

や
ひ

こ
の

家
D
S
桜

井
の

里
D
S
も

み
じ

D
S
さ

く
ら

D
S
も

み
じ

D
S
や

ひ
こ

生
き

が
い

広
場

D
S

計
画

作
成

担
当

者
管

理
者

言
語

聴
覚

士
生

活
相

談
員

　
2
名

生
活

相
談

員
　

2
名

セ
ン

タ
ー

長
生

活
相

談
員

計
画

作
成

担
当

者
介

護
職

員
介

護
職

員
介

護
職

員
生

活
操

舵
委

員

 
訪

問
看

護
ｽ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
・

桜
井

や
ひ

こ
の

家
つ

ど
い

の
家

よ
こ

た
の

家
G

H
こ

い
て

我
が

家
縁 つ

ど
い

の
家

・
桜

町

管
理

者
総

　
括

　
2
名

管
理

者
計

画
作

成
担

当
者

　
2
名

管
理

者
計

画
作

成
担

当
者

　
2
名

看
護

師
主

　
任

計
画

作
成

担
当

者
介

護
職

員
　

2
名

H
2
9
年

度
　

内
部

監
査

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

概
要

に
つ

い
て

2
.ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
　
➀

監
査

資
料

提
出

・
・

・
監

査
１

週
間

前
ま

で
に

、
監

査
を

受
け

る
側

＝
被

監
査

側
が

監
査

実
施

担
当

へ
資

料
を

１
部

（
原

本
と

し
て

使
用

）
提

出

地
域

密
着

サ
ー

ビ
ス

拠
点

桜
井

の
里

　
拠

点
本

部
／

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
分

水
の

里
　

拠
点

　
　

　
　

　
　

　
　

②
上

記
に

加
え

、
実

際
の

監
査

報
告

等
（

受
け

た
場

合
）

、
内

部
で

行
っ

た
前

年
度

の
監

査
報

告
書

（
指

摘
・

改
善

点
・

取
組

み
報

告
）

も
提

出

1
5
：

0
0
～

7
月

1
0
日

（
月

）
7
月

1
1
日

（
火

）
7
月

1
3
日

（
木

）

昼
食

・
休

憩
・

移
動

準
備

等

1
3
：

3
0
～

1
4
：

3
0
～

7
月

1
4
日

（
金

）

9
：

3
0
～

1
0
：

0
0
～

1
0
：

3
0
～

1
1
：

3
0
～

本
部

職
員

（
総

務
）



（４）法人本部事務局

①理事長 法人代表

②専務理事 法人全体総括

③業務執行理事 地域密着型サービス拠点の長

④事務局長 法人本部事務局長 

⑤事務局員 桜井の里・分水の里拠点の長、他各拠点より選出。

　 法人サービス向上委員会、職場風土向上委員会、

人事考課委員会、広報委員会、研修委員会、

三法人連携担当、システム運用担当を全体で分担

（５）法人本部事務

　　

　

総
務
課
主
任

専
務
理
事

事
務
局
長

経
理
課
課
長

研修業務（新潟市委託、認知症介護実践者研修、喀痰吸引等研修）

法人全体に関わる会議、行事等主幹、調整ごと

施設との共通業務

経理・財務管理業務

総務・労務業務

人事業務

給与業務

就職ガイダンスの時の説明風景

（４）法人本部事務局

①理事長 法人代表

②専務理事 法人全体総括

③業務執行理事 地域密着型サービス拠点の長

④事務局長 法人本部事務局長 

⑤事務局員 桜井の里・分水の里拠点の長、他各拠点より選出。

　 法人サービス向上委員会、職場風土向上委員会、

人事考課委員会、広報委員会、研修委員会、

三法人連携担当、システム運用担当を全体で分担

（５）法人本部事務

　　

　

総
務
課
主
任

専
務
理
事

事
務
局
長

経
理
課
課
長

研修業務（新潟市委託、認知症介護実践者研修、喀痰吸引等研修）

法人全体に関わる会議、行事等主幹、調整ごと

施設との共通業務

経理・財務管理業務

総務・労務業務

人事業務

給与業務

就職ガイダンスの時の説明風景

（４）法人本部事務局

①理事長 法人代表

②専務理事 法人全体総括

③業務執行理事 地域密着型サービス拠点の長

④事務局長 法人本部事務局長 

⑤事務局員 桜井の里・分水の里拠点の長、他各拠点より選出。

　 法人サービス向上委員会、職場風土向上委員会、

人事考課委員会、広報委員会、研修委員会、

三法人連携担当、システム運用担当を全体で分担

（５）法人本部事務

　　

　

総
務
課
主
任

専
務
理
事

事
務
局
長

経
理
課
課
長

研修業務（新潟市委託、認知症介護実践者研修、喀痰吸引等研修）

法人全体に関わる会議、行事等主幹、調整ごと

施設との共通業務

経理・財務管理業務

総務・労務業務

人事業務

給与業務

就職ガイダンスの時の説明風景
－ 8－－ 7－

６．法人体制 

（１）理事会 

①役割：法人の業務の決定を行う 

②会議：定例会年 6 回、他に臨時開催 

③理事の業務分担 

  〇理事長   ：法人代表 

  〇専務理事  ：法人全体統括 

  〇業務執行理事：・拠点間調整担当 

          ・法人ケアサービス全般担当 

          ・地域密着型サービス拠点担当 

  〇業務執行理事：・法人総務・経理担当 

          ・法人の業務管理担当 

・新規事業担当 

  〇理事    ：桜井の里拠点担当 

  〇理事    ：分水の里拠点担当 

  〇理事    ：外部・有識者理事 

④監事：理事会で意見を述べる 

 

（２）監事会 

①役割：理事の業務執行の状況及び法人財産の状況を監査 

②会議：定例会年 2 回 

③監査報告書の作成と理事会、評議員会及び新潟県知事への報告 

④その他：理事会、評議員会へ出席し意見を述べる 

 

（３）評議員会 

①権限：・予算、決算、基本財産の処分、事業計画及び事業報告 

     ・予算外の新たな義務の負担または権利の放棄 

     ・定款の変更 

     ・合併 

     ・解散 等 

②会議：定例会（６月に決算評議員会）、他に臨時開催 

③監事：評議員会で意見を述べる 
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7．法人の委員会の組織状況

　

職場風土向上委員会

法人全体の職場環境の改善・向上に向け活動。職員一人ひとり
を大切に、永く働ける職場となるべく具体的な施策を追求。加
えて、法人運営の根幹である諸規程・諸規則の制定、改定に係
わる検討、実施

法人広報委員会
広報誌「さくら」を年３回発行し、各施設の様子、お知らせ等
を発信。また、年１回は決算報告含む構成３市村へ全戸配布を
実施

法人事務局 法人研修委員会
法人全職員の資質とサービス向上のため、階層・対象者別など
様々な形式の研修を企画・実施。また、内部の研修だけでな
く、外部研修、各種大会での外部発表等も実施

法人ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ委員会
法人として良いサービスの提供と、危機管理体制を整備するこ
とで、事故を未然に、そして、最小限にとどめられるよう、管
理体制の徹底を図る

法人人事考課委員会
人事考課の公正、かつ公平な運用のための管理と問題把握、及
び、仕事への動機付けとなるよう系統立てて、人事考課制度を
推進

桜会・信濃会・ひろば会

職員の福利厚生の充実のため、桜井の里、分水の里、地域密着
各々の職員の互助会的な組織。春の法人歓迎会をはじめ、職員
旅行、暑気払い、忘年会、加えて、連携３法人、近隣施設との
親睦会等多くの役割を担う

 

（１）平成29年度は、下記の5委員会と職員互助会を構成
（２）各々の委員会の開催内容等は、各々の施設の「事業報告」に記載

8．法人の諸行事全体概要

年 月　日 内　　　　容

平成29年 ４月１日 平成29年度法人入社式　辞令交付式  第1回理事会　

5日 事務局会議（桜井の里）　　

１２日 業務執行部会議

１３日 監事会

１９日 事務局会議（分水の里）

２３日 広報しえん就職ガイダンス（朱鷺メッセ）

２６日 業務執行部会議　　法人職員歓迎会（燕三条ワシントンホテル）

２７日 弥彦村新卒者激励会

５月１日 職場風土向上委員会

１０日 事務局会議（桜井の里）

１７日 業部執行部会議

２２日 外部監査

２４日 事務局会議（分水の里）　　決算監事会（分水の里）

２６日 外国人雇用セミナー（東京）

２７日 広報しえん就職ガイダンス（朱鷺メッセ）

３１日 業務執行部会議

６月５日 人事考課委員会

６日 燕西蒲勤労者福祉サービスセンター定時評議員会

7日 事務局会議（桜井の里）

９日 第2回理事会

１０日 福祉の総合就職フェア（朱鷺メッセ）

１４日 業務執行部会議

２１日 事務局会議（分水の里）

２２日 新潟市雇用促進協議会総会・セミナー（新潟テルサ）

２４日 新潟医療福祉大学校内新潟医療福祉大学校内ガイダンス

２５日 広報しえん就職ガイダンス（朱鷺メッセ）　

２７日 第３回理事会　　第1回評議員会

２８日 業務執行部会議　　新潟青陵大学、短期大学訪問

7月3日 人事考課委員会

５日 事務局会議（桜井の里）

6日 新潟医療福祉大学訪問　　県外大学との情報交換会

7日 エイシンカレッジ校内就職ガイダンス

１０日 長岡、三条、新発田方面学校訪問　　　内部監査（地域密着サービス）

１１日 内部監査（桜井の里）

１２日 業務執行部会議　　ハローワーク就職ガイダンス

１３日 内部監査（本部・グループホーム）

１４日 職員採用試験①　　　内部監査（分水の里）

１５日 広報しえん就職ガイダンス

１６日 福祉職場説明会（長岡）

１９日 事務局会議（分水の里）

２０日 老施協主催外国人雇用セミナー（新潟ユニゾン）

２１日 仙台市内学校訪問（～22日）

２５日 えるぼし認定式（新潟労働局）

２６日 業務執行部会議

２８日 新潟労働局主催ハラスメント対策セミナー（新潟ユニゾン）

８月２日 事務局会議（桜井の里）

３日 ハローワーク就職ガイダンス

４日 第４回理事会

９日 業務執行部会議

１０日 試験説明会＆施設見学会①

１１日 試験説明会＆施設見学会②

１４日 晴陵リハビリテーション学院校内就職ガイダンス

１６日 事務局会議（分水の里）

１８日 広報しえん就職ガイダンス

２１日 県外大学等訪問（～23日）

２５日 新潟県主催就職ガイダンス（朱鷺メッセ）　新潟県保健医療専門学校内就職ガイダンス

２８日 職場風土向上委員会
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年 月　日 内　　　　容

９月6日 事務局会議（桜井の里）　人材確保セミナー　　職員採用試験

９日 広報しえん就職ガイダンス

１３日 業務執行部会議

１９日 職員採用試験

２０日 事務局会議（分水の里）

２４日 三条ミニ福祉職場説明会

２５日 職場風土向上委員会

２７日 業務執行部会議

10月3日 専門学校等との情報交換会

４日 事務局会議（桜井の里）

６日 高齢者雇用実現に向けた説明会

７日 広報しえん就職ガイダンス

１１日 エイシンカレッジとの海外留学生情報交換会

１２日 業務執行部会議

１３日 第5回理事会

１８日 事務局会議（分水の里）　障がい者雇用就職面接会（三条メッセピア）

２３日 職場風土向上委員会

２４日 職員採用試験

２５日 業務執行部会議

３１日 大学等就職ガイダンス（朱鷺メッセ）

１１月１日 事務局会議（桜井の里）　第２回評議員会

２日 海外技能実習制度説明会（東京TOC会館）

７日 介護就職デイ求人説明会（ハローワーク巻）

８日 業務執行部会議　　敬和学園大学就職懇談会（ANAｸﾗｳﾝﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙ）

１３日 首都圏大学等との情報交換会（朱鷺メッセ）

１５日 事務局会議（分水の里）　新潟国際情報大学大学就職懇話会（ANAｸﾗｳﾝﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙ）

１７日 就職ガイダンス（朱鷺メッセ）

１９日 ベトナム面接会（～２３日）

２9日 業務執行部会議

１２月１日 三法人情報交換会

４日 人事考課委員会

６日 事務局会議（桜井の里）

８日 第6回理事会

１２日 改正社会福祉法対応ｾﾐﾅｰ（新潟ﾃﾙｻ）　ﾍﾞﾄﾅﾑ人介護人材採用ｾﾐﾅｰ（長岡）

１３日 業務執行部会議

２０日 事務局会議（分水の里）

２２日 新潟県老施協経営セミナー（新潟ユニゾン）

２７日 業務執行部会議　

平成３０年 １月４日 新年挨拶回り

１7日 事務局会議（桜井の里）

22日 人事考課委員会

23日 新潟労働局報告徴収

24日 ストレスチェックセミナー（経協会館）

31日 事務局会議（分水の里）　臨時業務執行部会議

２月2日 職員採用試験　

5日 若者のための就職フェア（朱鷺メッセ）

6日 長岡大学合同企業セミナー（ホテルニューオータニ長岡）

7日 事務局会議（桜井の里）

9日 第７回理事会　　　臨時業務執行部会議

14日 業務執行部会議　　登用試験

19日 全社協人材確保力強化セミナー（東京ファッションタウンビル）

21日 職員採用試験　　事務局会議（分水の里）

２２日 障害者雇用納付金制度申告申請事務説明会（三条商工会議所）

２8日 業務執行部会議

３月１日 事務局会議（桜井の里）　第８回理事会・評議員会

6日 国際こども福祉カレッジ卒業謝恩会

12日 職員採用試験　　業務執行部会議

22日 事務局会議（分水の里）　燕西蒲勤労福祉サービスセンター評議員会

２6日 第8回理事会　業務執行部会議　定年を祝う会送別会

２７日 職場風土向上委員会 
３0日 新規採用職員研修

（1）内部研修

月　　日 対　　 人数

平成29年3月30
日～４月4日

平成２９年４月
新規採用職員他

2８名

6月23日
平成２８年度

中途採用職員他
13名

7月20日
8月22日

勤務３年目職員 38名

9月12日 勤務２年目職員 41名

10月5日
平成２９年４月
新規採用職員他

26名

10月23日 指導的職員他 60名

11月29日 勤務5年目職員 30名

12月1日～2日
平成２9年度
中途採用職員

22名

12月12日 勤務9.10年目職員 24名

（2）外部研修・出張等

月　　日 方　式 対　象　者 人数

平成29年5月15日 意見交換 専務理事 1人

5月25日～27日 学会 専務理事 1人

5月26日 講演等 事務局長 1人

6月20日 懇談会 専務理事 1人

6月22日 会議他 事務局長 1人

6月26日 会議 専務理事 1人

6月28日 会議他 理事長 1人

7月3日 会議 専務理事 1人

7月6日 情報交換等 事務局長 1人

7月13日 会議 専務理事 1人新潟県介護労働懇談会 新潟県介護労働安定センター

平成29年度総会及び経営者研修会 新潟市社会福祉法人経営者協会

フレイルコンサルプロジェクト第1
回コンサル会議

新潟県医師会

県外大学との情報交換会 新潟県産業労働観光部

福祉団体懇談会 新潟県社会福祉協議会

新潟市雇用促進協議会総会、セミナー 新潟市雇用促進協議会

新潟県災害ネットワーク代議員会 新潟県社会福祉協議会

厚生労働省老健局介護保険指導室 厚生労働省老健局

認知症ケア学会（沖縄） 日本認知症ケア学会

介護職外国人採用支援フェア ㈱高齢者住宅新聞社

法人階層別研修/中核職員としての役割 土屋　誠

研　　修　　名 主　催　者

法人階層別研修/地域包括ケアとわが事・丸ごと地域共生社会
社福）川崎聖風福祉会
中澤 伸　事業推進部長

法人階層別研修/意思決定と権利擁護について 川村　小津江

法人中途採用職員研修/人として　他 柏原理事長　他

法人階層別研修/生活の捉え方 佐々木　勝則

法人階層別研修/認知症の人のケアを学ぶ 青木　裕子

法人新規採用職員フォローアップ研修 片山　達也・山崎　秀則

法人中途採用職員フォローアップ研修 片山　達也・山崎　秀則

9．法人内部・外部研修等の開催・参加状況

研　　修　　名　/　研　修　内　容 講師（講演者）

法人新規採用職員研修/介護保険制度の概要　他 柏原理事長　他
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月　　日 方　式 対　象　者 人数

7月20日 講義 事務局長 1人

7月25日 認定式 事務局長 1人

7月28日 講義 事務局長 1人

8月7日 会議 専務理事 1人

8月22日 会議 専務理事 1人

8月23日 講義 本部主任 1人

9月2日 学会 専務理事 1人

9月6日 講義 事務局長 1人

9月7日8日 講演 専務理事・事務局長 2人

10月3日 情報交換等 事務局長 1人

10月6日 講義 事務局長 1人

10月11日 情報交換等 事務局長 1人

10月18日 講義 専務理事 1人

10月26日 講演会 専務理事 1人

11月2日 講義 事務局長 1人

11月8日 懇談会 事務局長 1人

11月13日 情報交換等 事務局長 1人

11月15日 会議 専務理事 1人

11月15日 懇談会 事務局長 1人

11月19日
～23日

面接会 理事長・専務理事　他 4人

新潟県介護人材確保会議 新潟県

新潟県人材確保対策会議 新潟県

新潟国際情報大学就職懇話会 新潟国際情報大学

ベトナム面接会 ㈱アイメイド、当法人

海外技能実習制度説明会 新潟県老人福祉協議会

敬和学園大学就職懇談会 敬和学園大学

首都圏大学等との情報交換会 新潟県産業労働観光部

海外留学生情報交換会 エイシンカレッジ

認知症サポーター研修 弥彦村

公開講演会 新潟医療福祉大学

関東ブロック大会 全国老人福祉協議会

専門学校等との情報交換会 新潟県産業労働観光部

高齢者雇用実現に向けた説明会 新潟労働局

日本ケアマネジメント学会in新潟 日本ケアマネジメント学会

人材確保セミナー 新潟県介護労働安定センター

研　　修　　名 主　催　者

社会福祉法人制度改革対応セミナー 全国社会福祉協議会

燕市介護保険運営協議会 燕市

外国人雇用セミナー 老施協

えるぼし認定式 新潟労働局

ハラスメント対策セミナー 新潟労働局

月　　日 方　式 対　象　者 人数

11月28日 会議 専務理事 1人

12月2日 講義 専務理事 1人

12月11日 会議 専務理事 1人

12月12日 講義 専務理事 1人

12月12日 講義 事務局長 1人

12月12日 講義 本部主任 1人

12月22日 講義等 理事長・事務局長 2人

1月24日 講義 事務局長 1人

1月25日 会議 専務理事 1人

2月6日 会議 専務理事 1人

2月15日 懇談会 専務理事 1人

2月19日20日 講義 事務局長・本部事務員 2人

2月22日 講義 本部事務員 1人

2月23日 会議 専務理事 1人

2月28日 会議 専務理事 1人

3月20日 会議他 専務理事 1人

研　　修　　名 主　催　者

配食ボランティア総会懇親会 配食ボランティア

障害者雇用納付金制度申告申請事務
説明会

独立行政法人高齢・障害・求職
者雇用支援機構　新潟県支部

認知症介護研究研修仙台センター事
業委員会

認知症介護研究研修仙台セン
ター

弥彦村自立支援会議 弥彦村

人材確保力強化セミナー
社会福祉法人全国社会福祉協議
会

介護保険運営協議会 燕市

小規模多機能型居宅介護協議会研修会 新潟県

事業委員会
認知症介護研究研修仙台セン
ター

開設者・管理者研修会
日本認知症グループホーム協会
新潟県支部

改正社会福祉法対応セミナー さくら総合会計

ベトナム人介護人材採用セミナー グループホーム協会新潟県支部

経営セミナー（研修、発表） 新潟県老人福祉施設協議会

ストレスチェックセミナー 新潟労働局

弥彦村民生児童委員推薦会 弥彦村

介護保険運営協議会 燕市

福祉関係団体懇談会 新潟県社会福祉協議会
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10．関係する外部機関・団体との交流の状況

（１）関係する外部機関・団体への講師、発表等

新潟市

滋賀県社会福祉協議会

6月1日 4年生講義 新潟県医療福祉大学

全国老人保健施設協会

11月6日 認知症介護実践者研修講義 日本認知症グループホーム協会

9月23日 講義・講演 愛媛県地域密着型サービス協会

10月27日 認知症介護管理者研修講師 新潟県

2月8日 講義講師

9月3日 関東甲信越ブロック相談支援員研修会講師

3月18日 研修会講義 日本精神保健福祉士会

月　　日 講師・講演内容 主催者 講師名

平成29年4月27日

6月13日

専務理事　佐々木　勝則

専務理事　佐々木　勝則

職員研修講義

職員研修講義

新潟市みどり病院

社会福祉法人常陽会

専務理事　佐々木　勝則

7月6日

専務理事　佐々木　勝則

9月17日 認知症キャンペーンシンポジウム・シンポジスト 新潟日報社 専務理事　佐々木　勝則

9月21日 認知症介護実践リーダー研修講師

ライフサポート研修講義

新潟市 専務理事　佐々木　勝則

専務理事　佐々木　勝則

専務理事　佐々木　勝則

認知症介護実践者研修講義 日本認知症グループホーム協会

認知症介護研究研修仙台センター

専務理事　佐々木　勝則

9月5日 認知症介護実践リーダー研修講師 新潟市 専務理事　佐々木　勝則

認知症介護実践者研修講義

講義講師

講義講師

7月29日

専務理事　佐々木　勝則

総会・講演 新潟県介護支援専門員協会 専務理事　佐々木　勝則6月22日

講義講師 新潟医療福祉大学松山ゼミ 専務理事　佐々木　勝則

新潟県老人福祉施設協議会

三条保健所

6月20日 専務理事　佐々木　勝則

6月24日

7月7日

専務理事　佐々木　勝則

9月24日 認知症介護開設者研修講師 愛媛県

専務理事　佐々木　勝則

専務理事　佐々木　勝則

11月27日 地域密着型サービス質の向上オープンセミナー講師 横浜市 専務理事　佐々木　勝則

10月16日 認知症介護開設者研修講師 新潟市 専務理事　佐々木　勝則

専務理事　佐々木　勝則

10月30日 役員研修講師 南魚沼市石打福祉会 専務理事　佐々木　勝則

11月7日

12月21日 介護支援専門員実務研修集合研修講義 新潟県介護支援専門員協会 専務理事　佐々木　勝則

専務理事　佐々木　勝則

2月27日 高齢者虐待防止講義 長岡保健所 専務理事　佐々木　勝則

専務理事　佐々木　勝則

3月8日 柏崎ケア研究会講演 柏崎ケア研究会 専務理事　佐々木　勝則

認知症介護研究研修仙台センター 専務理事　佐々木　勝則

3月13日 災害対策研修会講義 日本認知症グループホーム協会 専務理事　佐々木　勝則

3月9日 シンポジスト

（２）関係する外部機関・団体の役職歴等

ＮＯ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

公正採用選考人権啓発推進員 事務局長　高橋　学 厚生労働省

国際こども福祉カレッジ精神保健福祉学科　非常勤講師 事務局長　高橋　学 同校

燕市西蒲勤労者福祉サービスセンター　評議員 事務局長　高橋　学 燕市西蒲勤労者福祉サービスセンター

事務局長　高橋　学 （独）高齢・障害求職者雇用支援機構  　

職業家庭両立推進者 事務局長　高橋　学 新潟県労働局

障害者職業生活相談員

認知症介護研究研修仙台センター

弥彦村総合戦略策定会議委員

高齢者虐待の要因分析と地方自治体の施策促進に関する
調査研究事業（平成27年高齢者虐待の要因分析と対応
実務課題の解決・共有に関する調査研究事業）委員

専務理事　佐々木　勝則

国際こども福祉カレッジ社会福祉学科　非常勤講師 事務局長　高橋　学 同校

弥彦村介護保険計画策定委員 専務理事　佐々木　勝則

弥彦村専務理事　佐々木　勝則

ニチイケアパレス第三者委員 専務理事　佐々木　勝則 ニチイケアパレス第三者委員会

健康保険委員 事務局長　高橋　学 健康保険協会

主催

専務理事　佐々木　勝則

（一社）新潟県介護支援専門員協会

日本認知症グループホーム協会　新潟県支部支部長

新潟県介護支援専門員協会　会長

役職名等

（公社）日本認知症グループホーム協会

専務理事　佐々木　勝則

専務理事　佐々木　勝則

同協会

氏名

日本認知症グループホーム協会　理事

弥彦村
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11．燕市内の三法人との連携・協力体制　

項　　目 内　　　　　容

●緊急時・災害時の職員の派遣案作り

●福祉避難所の確認、燕市への要望案作り

●職員の交換研修、相互評価事業

研修日 研修職員 研修先

9月
ＤＳ生きがい広場介
護職員・生活相談

DSひまわりの園

9月
ＤＳ桜井の里機能
訓練・生活相談

DSつばめ福寿園

9月 ＤＳ桜井の里介護職員 DSつばめ福寿園

10月 ＤＳ分水の里理学療法士 DS太陽の園

10月 桜井の里介護職員 白ふじの里

10月 分水の里介護職員 ひまわりの園SS

11月 分水の里介護職員 白ふじの里

11月
ＤＳやひこ介護職

員・生活相談
DSつばめ福寿園

研修日 研修先 研修職員

10月 ＤＳ分水の里もみじ
ＤＳひまわりの園

介護職員・生活相談

10月 桜井の里 GH白山町介護職員

10月 桜井の里 つばめ福寿園介護職員

11月 ＧＨ我が家 太陽の園介護職員

11月 SS桜井の里 ひまわりの園SS介護職員

11月 桜井の里 太陽の園介護職員

●預かり保育サービス｢きららおひさまこども園｣利用

●3法人でのスポーツ大会

燕市内三つの社会福祉法人、つばめ福祉会、吉田福祉会、そして、桜井の里福祉会の日常的かつ緊急的に連
携・協力体制については、１０年目のH２９年度は継続して以下の3つの項目を柱として実施。

平成２９年度実施内容

リスク
マネジメント

●緊急時・災害時の施設利用、受入に関わる相談・
支援体制案作り

●左記連携体制を継続して実施

●交換研修派遣　※１名ずつ

人材育成

福利厚生

実利用３名、のべ利用４２回／年

平成２９年１０月２１日、分水総合体育館にて

１２４名(うち法人６２名）参加の運動会を実施

●交換研修受入れ　※１名ずつ

　１２．社会貢献、地域活動、その他取組について

当法人の取組の一部を紹介します

１）今までの災害・緊急時の支援・取組、社会貢献について

　当法人は平成２３年の東日本大震災を契機とし、かねてより交流のあった岩手県大船渡市、

陸前高田市の（福）典人会への職員派遣、翌年には「２法人の・協力に関する協定」

を交わし、平成２５年は１年をかけ、常時２名の介護職員を現地へ派遣しました。

　その後、平成２７年には茨城県常総市の水害を受けたデイサービスセンターへ、また東日本

大震災を受けた福島県いわき市の特別養護老人ホームへも、各々の関係団体・機関より要請を

受け、職員を派遣しております。

　そして、内部では「災害介護派遣規程」を制定し、有事の際の対応や体制をまとめると

ともに定期的に研修を実施しております。

　平成２８年４月の熊本地震発生の際には、県内でも最も被害の大きかった地域の

ひとつの益城郡の甲佐町のグループホーム、こちらもかねてからの知り合いでしたが、

４月に職員４名が６日間、７月には職員２名が８日間の派遣を終えております。

毎年６月に年度ごとの緊急時災害介護派遣チームのメンバーを募り任命式を行ない

直近で３７名の登録者がいます。

２）「福祉避難所」の設置・運営に関する地方自治体との協定、地域への社会貢献について

　緊急時、災害時において、避難される方々が増大し、困難な状況に陥ることへの対応として

そして、社会福祉法人の「地域貢献」という大事な使命を含め、平成２６年度に燕市と

燕市内の３法人（他つばめ福祉会、吉田福祉会）と各々の法人が施設を避難所として提供し、

人的な相互協力を行う協定を締結しました。同様に翌年に弥彦村とも締結しております。

防災避難訓練は年間を通じ、地域の方と合同で行っております。

平成28年４月の熊本で職員派遣を行った時の様子 DCAT（緊急時災害介護派遣チーム）任命式の様子
（毎年６月に実施）



３）平成29年度　法人の給与規程に消防団活動手当を設け、燕・弥彦総合事務組合管轄の

消防団に入団し活動を行うことへの支援を開始し、合同練習、訓練も行っております。

　　４）顧問契約等他とのバックアップ体制について

　当法人では、正確な会計・経理業務のため外部監査法人、あるいは人事・労務面での適切な

対応、アドバイスを受けるため社会保険労務士と、そして、ご利用者の権利擁護、万が一の

時の法律相談のため弁護士とも顧問契約を結んでおります。

No

1

2

所属・氏名・役職等

顧問弁護士／延命法律事務所　弁護士　延　命　政　之
神奈川県弁護士会　会長

日弁連「高齢者・障害者権利支援センター」委員
横浜市社会福祉協議会「横浜生活あんしんセンター」所長（担当理事）

顧問税理士・顧問社会保険労務士
さくらマネジメントグループ　税理士法人　さくら総合会計

グループ代表　　代表社員　庵　原　宏　章
新潟事務所所長　代表社員　相　馬　正　人

３）平成29年度　法人の給与規程に消防団活動手当を設け、燕・弥彦総合事務組合管轄の

消防団に入団し活動を行うことへの支援を開始し、合同練習、訓練も行っております。

　　４）顧問契約等他とのバックアップ体制について

　当法人では、正確な会計・経理業務のため外部監査法人、あるいは人事・労務面での適切な

対応、アドバイスを受けるため社会保険労務士と、そして、ご利用者の権利擁護、万が一の

時の法律相談のため弁護士とも顧問契約を結んでおります。

No

1

2

所属・氏名・役職等

顧問弁護士／延命法律事務所　弁護士　延　命　政　之
神奈川県弁護士会　会長

日弁連「高齢者・障害者権利支援センター」委員
横浜市社会福祉協議会「横浜生活あんしんセンター」所長（担当理事）

顧問税理士・顧問社会保険労務士
さくらマネジメントグループ　税理士法人　さくら総合会計

グループ代表　　代表社員　庵　原　宏　章
新潟事務所所長　代表社員　相　馬　正　人

分団を代表して辞令交付 緊張の面持ちにて訓辞を

研修名称 参加人数

会場：

会場：

研修名称 研修のねらい 参加人数

4
新潟市認知症対応
型サービス事業

開設者研修

○小規模多機能型居宅介護事業所・看護小規模多機能型居宅
介護事業所・認知症対応型共同生活介護事業所を運営する法
人の代表者が、認知症介護に関する基本的な知識及び認知症
対応型サービスの運営に必要な知識を習得すること。

～
９月１１日（月）

5
第２回新潟市認知
症介護実践者研修

6
新潟市認知症対応
型サービス事業

管理者研修

分水健康福祉プラザ 会場：各事業所

1.研修内容等について

開催日時・会場

1
喀痰吸引等研修
（第一号研修・
第二号研修）

平成２４年度から「社会
福祉士及び介護福祉士
法」の一部改正により、
介護福祉士及び一定の研
修を受けた介護職員等に
おいては、医療や看護と
の連携による安全確保が
限られている事等、一定
の条件の下で「たんの吸
引等」の行為を行うため

基本研修（講義）

計８日間

 26名

　平成29年
6月１９日（月）

基本研修（演習） 実地研修

会場：桜井の里、分水健康福祉プラザ

筆記試験

2.その他
平成30年度も継続して実施する。

2.その他
平成30年度も継続して新潟県・新潟市より委託を受け実施する。

～ ～
９月２8日（木） 　平成３０年

会場： 3月31日（土）

９月14日（木）　会場：分水健康福祉プラザ

　平成２9年 　平成２９年
９月19日（火） 10月10日（水）

（2）喀痰吸引等研修（第一号研修・第二号研修）

計52名

1３．法定研修の実施状況

（１）新潟市認知症介護実践者等養成研修

1.受託研修内容等について・・・全て講義と職場内外研修とレポート提出

研修のねらい 開催日時・会場

5月26日（金）

ｽﾎﾟｰﾂ医科学ｾﾝﾀｰ
会場：

1
新潟市認知症介護

基礎研修

○認知症介護に携わる者が、その業務を遂行する上で基礎的
な知識・技術とそれを実践する際の考え方を身につけ、チー
ムアプローチに参画する一員として基礎的なサービス提供を
行うことができるようにすること。

平成29年

2
第1回新潟市認知
症介護実践者研修

○認知症介護に関する実践的な知識及び技術を習得し、福祉
専門職として認知症介護を展開できる実践的な能力を介護現
場で実践できる力をつけること。

ｽﾎﾟｰﾂ医科学ｾﾝﾀｰ

3
新潟市認知症介護
実践リーダー研修

○介護現場の実践リーダーとして他の職員を指導・支援し、
チームケアを効果的・効率的に機能させる能力を有した推進
役となること。
その際に、認知症介護の理念を現場の実践において展開でき
ること。

9月5日（火）

6月6日（火）

～
8月24日（木）

計69名

計21名～
10月17日（火）

平成29年

平成29年

平成29年

会場：新潟テルサ

計10名
10月16日（月）

会場：
新潟ユニゾンプラザ

計63名

○認知症介護の理念・知識を習得するとともに、認知症対応
型事業所を管理・運営していく上で必要な知識・技術を習得
すること。

11月9日（木）

～ 計23名

～
平成30年1月9日（火）

平成29年

ｽﾎﾟｰﾂ医科学ｾﾝﾀｰ
平成29年

11月10日（金）
会場：新潟テルサ

○認知症介護に関する実践的な知識及び技術を習得し、福祉
専門職として認知症介護を展開できる実践的な能力を介護現
場で実践できる力をつけること。

10月19日（木）

－ 20－－ 19－



１４．職員採用活動状況 （単位＝人）

Ｎｏ 　　内　　　　　　容 対応等 面談者 見学者 累計

1 　　校内就職ガイダンス ２／１４（火） 長岡大学 幡本 6 6

2 　　校内就職ガイダンス ３／１０（金） 敬和学園大学 松本 0 6

3 　　就職ガイダンス ３／２７（木） ハローワーク就職ガイダンス 幡本 0 6

4 　　就職ガイダンス ４／２３（日） 広報しえん就職ガイダンス 高橋・深海 8 14

5 　　OB訪問・見学会① ○ ４月小計 ４月見学者累計 — 0 14

6 　　就職ガイダンス ５／２７（日） 広報しえん就職ガイダンス 高橋 7 21

7 　　OB訪問・見学会② ○ ５月小計 ５月見学者累計 — 0 21

8 　　就職ガイダンス ６／１０（土） 福祉職場説明会（新潟） 高橋・羽入 13 34

9 　　校内就職ガイダンス ６／２４（土） 新潟医療福祉大学 高橋 7 41

10 　　就職ガイダンス ６／２５（日） 広報しえん就職ガイダンス 高橋・松本 2 43

11 　　校内就職ガイダンス ６／２８（水） 新潟青陵大学・短期大学部 高橋 1 44

12 　　県内大学等訪問② ６月末から７月初旬５日間 県内大学、専門学校高校等訪問 佐々木・高橋 — — 44

13 　　OB訪問・見学会③ ○ ６月小計 ６月見学者累計 — 6 44

14 　　情報交換会 ７／６（水） 県外大学との情報交換会 高橋 — — 44

15 　　校内就職ガイダンス ７／７（金） エイシンカレッジ校内就職ガイダンス 羽入・深海 1 45

16 　　就職ガイダンス ７／１２（水） 高校生向け就職ガイダンス（吉田） 幡本・深海 9 54

17 　　職員採用試験 ７／１４（金） 職員採用試験① 　 — — 54

18 　　就職ガイダンス ７／１５（土） 広報しえん就職ガイダンス 羽入・松本 3 57

19 　　就職ガイダンス ７／１６（土） 福祉職場説明会（長岡） 高橋 2 59

20 　　県外大学等訪問② ７／２６（水）・２７（木） 東北福祉大校内就職ガイダンス、他訪問 高橋 0 59

21 　　OB訪問・見学会④　 ○ ７月小計 ７月見学者累計 — 10 59

22 　　校内就職ガイダンス ８／１４（月） 晴陵リハビリテーション学院校内就職ガイダンス羽入 0 59

23 　　就職ガイダンス ８／１８（金） 広報しえん就職ガイダンス 高橋・　松本 4 63

24 　　施設見学会① ○ ８／１０（木） 法人内施設見学① 　 — 5 63

25 　　施設見学会② ○ ８／１１（祝・金） 法人内施設見学② 　 — 5 63

26 　　就職ガイダンス ８／２５（金） 新潟労働局主催就職ガイダンス 深海・幡本 3 66

27 　　校内就職ガイダンス ８／２５（金） 新潟保健医療専門学校校内就職ガイダンス 高橋 12 78

28 　　OB訪問・見学会④　 ○ ８月小計 ８月見学者累計 — 25 78

29 　　職員採用試験 ９／６（水） 職員採用試験② 　 — — 78

30 　　就職ガイダンス ９／９（土） 広報しえん就職ガイダンス 羽入 4 82

31 　　職員採用試験 ９／１９（火） 職員採用試験③ 　 — — 82

32 　　就職ガイダンス ９／２４（日） 福祉職場ミニ説明会（三条地区） 深海 5 87

33 　　就職ガイダンス ９／２８（木） 長岡地区がい者就職説明会 高橋 1 88

34 　　OB訪問・見学会⑤　 ○ ９月小計 ９月見学者累計 — 6 88

35 　　情報交換会 １０／３（火） 専門学校等との情報交換会 高橋 — — 88

36 　　就職ガイダンス １０／７（土） 広報しえん就職ガイダンス 幡本 1 89

37 　　職員採用試験 １０／１８（水） 県央障がい者就職ガイダンス 高橋・羽入 0 — 89

38 　　職員採用試験 １０／２４（火） 職員採用試験④ 　 — — 89

39 　　就職ガイダンス １０／３１（火） 大学等就職ガイダンス 羽入 1 90

40 　　OB訪問・見学会⑥　 ○ １０月小計 １０月見学者累計 — 3 90

41 　　就職ガイダンス １１／８（水） 新潟県社会福祉協議会主催施設見学会 高橋 8 90

42 　　情報交換会 １１／１３（月） 大学等との情報交換会 高橋 — — 90

43 　　就職ガイダンス １１／１７（金） ジョブカフェ主催就職ガイダンス 幡本 1 91

44 　　OB訪問・見学会⑥　 ○ １１月小計 １１月見学者累計 — 6 91

45 　　校内就職ガイダンス ２／５（火） 長岡大学 幡本 5 96

面談者
96

244

39.3%

主　  催　・　詳  　細

見学者
60

69

87.0%

年間累計

昨年の年間累計

前年比

－ 22－－ 21－

１５. 広報誌等情報の公開状況

（１）情報の公開に係わる制作物等

種類 内容

①広報紙さくら 下記（２）の要領にて、年３回発行

②ホームページ 情報発信手段のひとつ。職員の真剣な様子、かつ楽しい職場の様子を掲載

③事業報告 年度ごとの各施設の運営・取組状況を報告。毎年５月月内完成

④運営ケア計画 年度ごとの各施設の運営の目標等を説明。毎年３月月内完成

⑤カレンダー ご利用者及びそのご家族へ配布

⑥パブ等取材対応 随時対応

（２）広報誌さくら発行時期及び部数

内容 発行時期 体裁 部数 配布先

①春季号 ４月末頃 全カラー ２，２００部 ご利用者・ご家族、関係機関等へ配布

②秋季号 ９月中旬 全カラー ８，９００部

ご利用者・ご家族、関係機関等へ配布。

加えて、構成３市・村へ全戸配布。

年度ごとの決算一覧（Ａ４）添付

③新春号 １月末頃 全カラー ２，２００部 ご利用者・ご家族、関係機関等へ配布

①春季号イメージ（表裏のみ）

❶　さくら　第48号（2018.春季号）

はな広場／〒959-0111
新潟県燕市横田9948番地1
TEL（0256）47-1222／FAX（0256）63-4050

桜井の里／〒959-0318
新潟県西蒲原郡弥彦村大字麓3036番地
TEL（0256）94-3939／FAX（0256）94-2552

分水の里／〒959-0133
新潟県燕市新堀2479番地2
TEL（0256）97-7111／FAX（0256）97-7100

生きがい広場地蔵堂／〒959-0120
新潟県燕市分水栄町1番3号
TEL（0256）97-7117／FAX（0256）97-7119

つどい／〒959-0130
新潟県燕市分水桜町３丁目3番16号
TEL（0256）77-5511／FAX（0256）77-5020

当法人ではご利用者のプライバシーに配慮するとともに写真の掲載の際には事前に了解をいただいております

社会福祉法人　桜井の里福祉会　広報誌

国上寺ビジターサービスセンターでのお花見風景

今が旬！よもぎの草だんごづくり

桜の名所燕市分水、大河津分水桜並木

春の陽気と香りに誘われて

春季号No.48
2018

さくら　第48号（2018.春季号）�

編集
後記

ホームページアドレス：http://www.sakurai-fukushi.or.jp

法
人
か
ら
の

お
知
ら
せ
‼

今年の桜の開花は少し早かったですが、見事な開花ぶりでしたね。例年より少し長く目を楽しませてくれた
ようです。なぜか不思議ですが、桜は心の奥底に響くものや訴えかけるものがありますよね。。。
今年の夏の暑さが気掛かりですが、しっかり水分と栄養を採りましょうね！

皆様方のおかげを持ちまして、この３月で１周年を迎えた小
規模多機能ホームやひこの家は、４月７日にご利用者とご家族、
また地域の民生委員の方、そして職員合わせ総勢35名超の方で
１周年祭を開き、皆様方ご自身の手づくりの「のり巻き」や「山
菜の天ぷら」で食事会を、そして今まで撮りためた写真をスラ
イドで鑑賞したり、一緒に運動したり充実した１年を皆で振り返
りました。１年というのが瞬く間に過ぎることにも驚かされます。
これを機に、改めて民生委員の皆様に事業の説明や、ご家族

との相談会も行いました。どうぞ、今年も「通い・泊まり・訪
問」に思う存分使って下さいね。弥彦村内の方でご興味ある方
はどうぞ気軽にお問い合わせ下さい。

ふきのとうの下ごしらえの様子 ＂野菜のかき揚げ＂「絶品らて～」皆様 ＂のり巻＂ 作りはお手の物 カラオケしながらの元気体操

①少人数・登録制（登録定員29名）なので「なじみの関係」が築け、安心して利用できる
②24時間365日休みなく営業しており、その方の必要な時に利用できます

小規模多機能ホーム

やひこの家

特徴

入社式・辞令交付式
永年勤続・定年退職者を表彰

一緒にお仕事しませんか？
人に接し感謝されることが多い職場です！！

今春の新規採用職員30名の入社式と定年を迎えた４
名の方（※継続雇用で69歳まで就業可能）、勤続15年
を迎えた５名の方各々に感謝状又は表彰状と記念品を
お渡ししました。永きに渡るご活躍本当にお疲れ様で
した。どうぞ、これからも末永くご活躍下さい。

経験や資格がなく
ても、研修制度もあ
り、しっかりフォ
ローいたします。働
きやすい職場づくり
にも力を入れている
から安心です。

新採用職員を代表
して誓いの言葉、
特別養護老人ホー
ム分水の里管理栄
養士兼調理員　羽
滝麻里、新潟県立
大学卒より

毎回表彰者を招い
て茶話会を実施。
ご本人の懐かしい
写真を囲んで団欒
のひとときを

１．空いている時間を有効に使いたい
２．人と話をしたり、お世話をするこ
とが好きだ

３．時に感動する場面に触れたい

募集
職種

①介護職員　②看護職員
その時々で過不足がありますので気軽にお問い合せ下さい。

お問い合せは
　法人本部　TEL　０２５６（９４）３９３９

こんな方に
ぜひ！！

１周年祭開催！！

これからの皆様の健康とご多幸を祈念しまして　乾杯～！！

人の気持ちをしっかり受け止めることから始まります

TEL０２５６（９４）３５６６



－ 24－－ 23－

（３）ホームページへの取組　http://www.sakurai-fukushi.or.jp

①トップ画面

②動画も作成

●総括
１.必要な情報を適宜発信し、訴求できるよう活動。
また、最低月１回の更新を実施

２. 見てる人は見ている……。特に就職を意識している学生は、会社選ぶ際の
大事な意思決定を促すツールのひとつと認識

３. 現在は、トップページ、構成に改良を加えた第２期目

②秋季イメージ（表裏のみ）

③新春号イメージ（表裏のみ）

❶　さくら　第47号（2018.新春号）

新潟市西区赤塚に

小規模多機能ホーム桜井の里・あかつかの家が開設しました

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。法
人
役
職
員
一
同
、

皆
様
の
日
頃
か
ら
の
ご
支
援
に
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

桜
井
の
里
福
祉
会
は
、
こ
の
四
月
で
平
成
五
年
の
法

人
設
立
か
ら
数
え
て
二
十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。
ま
だ

当
時
は
「
介
護
」
と
い
う
こ
と
ば
も
一
般
的
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
介
護
保
険
制
度
の
ス
タ
ー
ト
は
そ
の

七
年
後
、
平
成
十
二
年
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
間
、
私
た
ち
は
様
々
な
試
行
錯
誤
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。「
自
分
や
家
族
が
利
用
し
た
い
施
設
、

サ
ー
ビ
ス
」
を
ど
う
や
っ
た
ら
実
現
で
き
る
の
か
。
ご

利
用
者
の
「
も
う
ひ
と
つ
の
わ
が
家
づ
く
り
」
の
た
め

に
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
。
職
員
、
施
設
が
そ
の
地
域

の
一
員
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
。
そ
し
て
社
会

福
祉
法
人
と
し
て
、
地
域
、
社
会
に
ど
ん
な
形
で
貢
献

で
き
る
の
か
。

そ
の
答
え
は
自
問
自
答
で
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
私
た
ち
に
声
を
か
け
ら
れ
る
ご
利
用
者
の
思
い
、

ご
家
族
の
こ
と
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
や
地
域
の
皆

さ
ま
の
こ
と
ば
。
そ
れ
に
対
し
て
真
摯
に
お
答
え
し
、

実
践
し
て
い
く
と
こ
ろ
か
ら
し
か
答
え
は
生
ま
れ
て
き

ま
せ
ん
。

か
つ
て
高
齢
者
の
施
設
は
「
う
ば
捨
て
山
」
と
思
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
入
る
こ
と
は
、
ご
利
用
者
も

ご
家
族
も
、
人
と
し
て
の
尊
厳
、
プ
ラ
イ
ド
が
傷
つ
け

ら
れ
る
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
今
で
も
そ

う
お
考
え
の
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
そ
の
時
代
か
ら
二
十
五
年
間
、
高
齢
化
と

核
家
族
化
が
進
む
中
、
桜
井
の
里
福
祉
会
が
め
ざ
し
て

き
た
の
は
、
お
一
人
お
一
人
の
ご
利
用
者
の
尊
厳
、
プ

ラ
イ
ド
を
最
期
ま
で
守
り
ぬ
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
ご
利
用
者
の
尊
厳
、
プ
ラ
イ
ド
を
守
り
ぬ
く

こ
と
こ
そ
が
ま
た
、
誇
り
を
も
っ
て
介
護
の
世
界
に
生

き
て
い
る
、
多
く
の
職
員
の
プ
ラ
イ
ド
な
の
で
す
。

プ
ラ
イ
ド
を
守
る
と
い
う
こ
と

柏

原

雅

史

社
会
福
祉
法
人

　桜
井
の
里
福
祉
会

　
　理
事
長

当法人ではご利用者のプライバシーに配慮するとともに写真の掲載の際には事前に了解をいただいております

新春号No.47
2018

社会福祉法人　桜井の里福祉会　広報誌

はな広場／〒959-0111
新潟県燕市横田9948番地1
TEL（0256）47-1222／FAX（0256）63-4050

桜井の里／〒959-0318
新潟県西蒲原郡弥彦村大字麓3036番地
TEL（0256）94-3939／FAX（0256）94-2552

分水の里／〒959-0133
新潟県燕市新堀2479番地2
TEL（0256）97-7111／FAX（0256）97-7100

生きがい広場地蔵堂／〒959-0120
新潟県燕市分水栄町1番3号
TEL（0256）97-7117／FAX（0256）97-7119

つどい／〒959-0130
新潟県燕市分水桜町３丁目3番16号
TEL（0256）77-5511／FAX（0256）77-5020

小規模多機能ホーム桜井の里・あかつかの家

小規模多機能ホーム桜井の里・あかつかの家のお正月風景

赤塚神社への年始

❶　さくら　第46号（2017.秋季号）

秋季号No.46
2017

桜井の里運動会のパン食い競争にて

伊勢ケ濱部屋ご一行様の弥彦夏合宿を見学

暑いので、水分しっかり採ろうね（分水の里まつりにて）

丹精込めて育てた玉ねぎの収穫風景

社会福祉法人　桜井の里福祉会　広報誌

はな広場／〒959-0111
新潟県燕市横田9948番地1
TEL（0256）47-1222／FAX（0256）63-4050

桜井の里／〒959-0318
新潟県西蒲原郡弥彦村大字麓3036番地
TEL（0256）94-3939／FAX（0256）94-2552

分水の里／〒959-0133
新潟県燕市新堀2479番地2
TEL（0256）97-7111／FAX（0256）97-7100

生きがい広場地蔵堂／〒959-0120
新潟県燕市分水栄町1番3号
TEL（0256）97-7117／FAX（0256）97-7119

つどい／〒959-0130
新潟県燕市分水桜町３丁目3番16号
TEL（0256）77-5511／FAX（0256）77-5020

当法人ではご利用者のプライバシーに配慮するとともに写真の掲載の際には事前に了解をいただいております

さくら　第47号（2018.新春号）�

編集
後記

ホームページアドレス：http://www.sakurai-fukushi.or.jp
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‼

いよいよ平成30年に突入しました。年明け早々、新潟市中心の大雪に見舞われ驚いているところです。寒さ
対策をしっかりして風邪に気を付けて下さいね。これから気になることは、平昌オリンピック、そして天皇陛下
退位と即位、そして改元ですね。

「地域生活支援施設桜井の里・あかつか」
利用申込受付中！！

皆様のおかげをもちまして、当法人のかねてからの夢でありました新潟市内の事業所として、昨年９月に
ケアプランセンター桜井の里・あかつかがオープンし、続いて昨年12月１日に小規模多機能ホーム桜井の里・
あかつかの家が加わりました。その２つの事業内容は下記となります。

小規模多機能ホーム桜井の里・あかつかの家（全景）

介護に関する相談や要介護認定の申請代行をしたり、要介護認定
後にご本人に合った介護サービス計画を作成するところです。

　　ケアプランセンター桜井の里・あかつか

地域密着型サービスのひとつで、その地域の中で介護が必要に
なっても、無理なく在宅生活の維持を目標とする施設です。その特
徴はご利用者、ご家族の必要に応じて「通い、泊まり、あるいは訪
問」サービスを一体的に受けれるところです。

　　小規模多機能ホーム桜井の里・あかつかの家

親 身 で 細 や か な サ ー ビ ス と 温 か な 空 間 、 環 境 で お 迎 え し ま す
〒950-2261　新潟市西区赤塚2759番地
・小規模多機能ホーム桜井の里・あかつかの家　TEL　025（264）3555
・ケアプランセンター桜井の里・あ か つ か　TEL　025（264）3222

開所式・
辞令交付式

竣工式

12月１日は、開所式・
辞令交付式。発足時は上記
２つの事業合わせ14名の
職員でスタート。

12月５日は竣工式。地域
の代表の方々、建設工事に係
わっていただいた方々、行政
関係の方々、そして日頃より懇意にしていただいてい
る同業他法人の方々をお招きし、簡単なセレモニーと
ともに柏原理事長より謝辞を述べていただきました。

一緒にお仕事しませんか？
当法人の各々の施設では、

一般の地域の方がご利用でき
るようカフェコーナーや広間、
あるいは足湯等開放しており
ます。特に小規模多機能ホーム桜井の里・あかつかの家
では、広～い広間がありますので、気軽にご用命・お問
い合せ下さい。

ご利用・
お問い合せ

１．空いている時間を有効活用したい
２．人とかかわる仕事がしたい
３．感謝される仕事がしたい

募集
職種

①介護職員　②看護職員　③保健師
④調理員　④他の職種

介護の仕事は大変なことが多い反面、感謝されたり、やりがいもあります。経験がな
くても、ていねいに指導しますので気軽に見学・相談にお越し下さい。

こんな方に
ぜひ！！

1

2
（登録定員29名）

１．少人数・登録制（登録定員29名）なので「なじみの関係」が築け安心して利用できます。
2．24時間365日休みなく営業しており、必要に応じてサービスが利用できます。

❷の
特徴は

法人本部　TEL　0256（94）3939

地域の皆様ぜひご利用下さい！ （パートも可）

さくら　第46号（2017.秋季号）�
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ケアプランセンター桜井の里・あかつか　　オープン

ホームページアドレス：http://www.sakurai-fukushi.or.jp
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今年の夏は暑かったですが、短かったですね。豪雨が頻繁に発生し、被災された皆様へは心よりお見舞い申し上げ
ます。世界水泳、世界陸上、そして高校野球も終わってしまいましたが、秋は皆様何をしてお過ごしですか？世界柔
道、新体操世界選手権など続き、2020年の東京オリンピックも今から楽しみですね！

当法人では、新潟市内で初めての開設となる「地域生活支援施設
桜井の里・あかつか」（総称）の計画を進めておりましたが、具体
的には、ケアプランセンターと小規模多機能ホーム（登録定員29名）
２つの事業を指しております。そのひとつである「ケアプランセン
ター桜井の里・あかつか」は９／１（金）に開所し、地域の皆様の
役にたつよう鋭意努力して参ります。又、小規模多機能ホームは
12月の開所予定ですが、９月中に竣工・引渡しを受け、今後、地
域の皆様への内覧
会等も予定して参
ります。こちらの
利用に関しまして
も、しばらくはケ
アプランセンター
の方で承ります。

募集
職種

①介護職員、②看護職員、③調理員
※フルタイム、パートタイム、勤務場所　応相談
　他職種もお問い合わせ下さい。

求人に関するお問合わせは、
法人本部 TEL．0256（９４）３９３９へ

在宅で生活する高齢者が介護保険で、適切な在宅
サービスを利用できるよう介護に係る困りごとや心
配、不安ごとの相談を受けたり、要介護認定の申請代
行、ケアプラン（介護サービス計画）の作成を行います。

１．要介護認定を受けるための申請手続の代行
２．ケアプランの作成
３．介護サービスの説明・各サービス事業者との連絡調整など
４．介護・福祉に関する相談窓口

事　業　内　容ケアプランセンターとは？

■住所　〒959-2261　新潟市西区赤塚2759番地
■TEL　０２５（２６４）３２２２　■営業時間　月～金曜日の８:３０～１７:３０

（仮称）新潟市西区赤塚地区小規模多機能型居宅介護新築工事は、
新潟市様より補助金をいただく事業であり、４／１７に指名競争入札
を７社で行ない、不調の為、新潟藤田組と105,000千円（税込）と
随意契約

（仮称）新潟市西区赤塚地区小規模多機能型居宅介護、利用者送迎
車輌（２台）は、新潟市様より補助金をいただく事業であり、８／
２２に指名競争入札を７社で行ない、㈱月潟モータースが6,564,527
円（税込）で落札

入札結果のお知らせ

燕・弥彦総合組合消防団へ入団しました
当法人では、地域貢献や地域とのかかわりの一

環とし、職員に地域の消防団への入団を促がし、
８／１（火）には、燕・弥彦総合組合消防本部にて、
当法人より11名が入団式に出席しました。今後、
合同練習に積極的に参加し、知識等研鑽を深めて
参ります。

福祉の仕事は大変ですが、知識と技術を得て、人
を想う心が備われば、利用者に感謝され、感動する
場面も多いのが特徴であり、やりがいです。
経験がなくてもていねいに指導・フォローします

ので安心してお声掛け下さい。

職員募集のお知らせ
１．未経験だが人とかかわる仕事がしたい！
２．新しいところで仕事がしたい！
３．国家資格にチャレンジしたい！

こんな人
求めて
います！

隣接する小規模多機能ホーム桜井の
里・あかつかの家の様子。９月中に
竣工・引渡し、12月開所を予定

ケアプランセンタ
ー桜井の里・あか
つかの管理者の田
畑（右）、小規模
多機能ホーム桜井
の里・あかつかの
家の管理者の小林
（左）

赤塚小学校向かい、旧道に面した住宅を改修して
事業所を開設

9/1

分団を代表して辞令交付 緊張の面持ちにて訓辞を

小規模多機能ホーム
桜井の里・あかつかの家

オープン予定
12／1



１６. 平成29年度決算報告

社会福祉法人　桜井の里福祉会（法人合算） （単位：千円）

科　　目 決算額 摘要 科　　目 決算額 摘要

現金預金 602,734 事業未払金 70,813

事業未収金 275,839 その他未払金 24,628

未収金 1,216 1年以内返済予定設備資金借入金 37,345

未収補助金 3,186 1年以内返済予定リース債務 5,127

立替金 834 預り金 2,394

前払金 1,900 職員預り金 15,960

土地（基本財産） 184,227 前受金 768

建物（基本財産） 2,481,860 賞与引当金 117,304

土地 29,815 設備資金借入金 70,000

建物 6,621 リース債務 13,672

構築物 43,375 基本金 282,325

車輌運搬具 23,549 国庫補助金等特別積立金 1,722,195

器具及び備品 74,912 施設整備建設積立金 160,000

有形リース資産 18,372 人件費積立金 27,000

権利 1,637 次期繰越活動増減差額 1,391,377

投資有価証券 311 (うち当期活動増減差額) -71,618

長期貸付金 3,520

施設整備建設積立資産 160,000

人件費積立資産 27,000

合　計 3,940,908 合　計 3,940,908

社会福祉法人　桜井の里福祉会（法人合算） （単位：千円）

科　　目 決算額 摘要 科　　目 決算額 摘要

人件費支出 1,400,668 介護保険保険事業収入 1,894,161

事業費支出 261,362 老人福祉事業収入 12,891

事務費支出 132,795 障害福祉サービス等事業収入 4,585

利用者負担軽減額 3,563 医療事業収入 7,357

支払利息支出 975 借入金利息補助金収入 975

その他の支出 8,820 経常経費寄附金収入 462
設備資金借入金元金償還支出 37,345 受取利息配当金収入 49

固定資産取得支出 174,003 その他の収入 28,853
ファイナンス・リース債務の返済支出 4,700 施設整備補助金収入 84,864

長期貸付金支出 3,200 積立資産取崩収入 109,000

積立資産支出 100,000 前期末支払資金残高 755,379

当期末支払資金残高 771,145

(うち当期資金収支差額) 15,766

合　計 2,898,576 合　計 2,898,576

貸　借　対　照　表

借　　　　方 貸　　　　方

資　金　収　支　計　算　書

借　　　　方 貸　　　　方

－ 26－－ 25－
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